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あ な た の 想 い を ふ る さ と へ 。

私 た ち 芽 室 町 は

「 み ん な で 創 り

  み ん な で つ な ぐ

  ず っ と 輝 く ま ち め む ろ 」

を 実 現 す る た め に

ま ち づ く り に 取 り 組 ん で い ま す 。

私 た ち は

理 想 の 姿 を 実 現 す る た め に

こ の ま ち の 未 来 を

語 り つ づ け ま す

み な さ ん も

ふ る さ と 芽 室 町 の 応 援 団 に

な っ て く れ た ら 嬉 し い で す
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ふるさと納税
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昨年の６月より芽室町役場に職員派遣でお世話になり、なんか色々と楽しく
やっているうちに春になってしまいました！

僕自身は道民で、芽室町と同じく道東の白糠町（みなさん知ってますか？）
出身ですが、十勝の冬は一段と寒く、さらに赴任当初の夏はずっと30℃越え
と慣れるまでなかなか大変な日々でした…。

さて、「気づき」を書いてほしいという担当からの要望でしたので、
いくつか挙げていこうと思います！

まずは「町民のチャレンジ」がめちゃくちゃ多いこと！
下の欄でも紹介されてますが、新しいお店が続々オープンしたり、町のイベ
ントに前向きな人が多い印象！常に新しい動きがあるのが芽室町の特徴なの
かなと思います。

そしてやはり「晴れの日が多い」！冬は特に多い印象。
これは北海道に慣れた道民でも十勝に来れば違いがわかると思います！

これからもまだまだ前向きな「気づき」を探していこうと思いますので、
みなさまよろしくおねがいします。

来るきっかけは職場の人事で「行ってこい！」と言われた
のが正直なとこだけど、今では芽室町に来れて本当によか
ったと思ってます！

今年の夏頃に芽室もエリアに含まれる「日高山脈襟裳国定
公園」が国立公園に指定されるので、その関連のPR業務を
やってます！色々な観光の動きと繋げられるといいな～

芽室に来て１年弱だけど、地域の色んな人に仲良くしても
ってるので、どんどん輪を広げていけたらいいなーと！
まだまだ芽室の知らない所も多いので、残り１年全力で楽
しませてもらいます！！

Melanger Labo.(メランジェラボ）
【テイクアウト専門のコラボスイーツ店が役場裏にオープン！】

Cafe Kringel(カフェクリンゲル）
【自然の中でゆっくりできるカフェが上芽室にオープン！】

好きなもの /　野球観戦、飲み会 

マイブーム /　ちいかわ

職員インタビュー 0202
北海道から派遣！「マロンキャッスル」にあれこれ聞いてみた！

芽室町でどんなことをしてるの？

芽室町で仕事をしてみて・・・

※以下表記　餌取＝え　栗城さん＝ク

え： 栗城さんが芽室町に来るきっかけはなんだったんですか？

え：人事に感謝！来てくれてありがとうございますっ！

　　係ではどのような業務を担当されているんですか？

ふるさと会担当餌取が栗城さんに質問！

え：日高山脈に改めてスポットがあたり、私も一町民として本当

　　に嬉しいことです♡

　　最後に、芽室での生活をやってみての感想を一言！

編集後記

芽室町 魅力創造課魅力創造係 　　TEL:0155-62-9736 / FAX:0155-62-4599 　MAIL:m-souzou@memuro.net

栗城　広賢

趣味 / スキー、サウナ、ドライブ

※令和５年６月より北海道庁から２年間の派遣

ニックネーム /マロンキャッスル 
　　　　　　　　（「栗城」を英訳しました）

ふるさと会のみなさんこんにちは♪ふるさと会担当の餌取です。今年度も大変お世話になりました。

３月21日に庁舎内の人事異動の発表がありました。4月1日より新たな部署で業務を行う職員もいます

が、私は異動がなく引き続き魅力創造課でお仕事ができることとなりました。引き続きどうぞよろし

くお願いいたします。芽室町に帰られた際は是非魅力創造課に遊びにきてくださいね～♪

魅力あふれんばかりの新しいお店

デンマークの料理「クリンゲル
デニッシュ」を看板メニューと
する「カフェクリンゲル」が２
月、芽室町内にオープンしまし
た。
デニッシュは町内のパン屋あさ
ひやの生地を使用しており、デ
ニッシュの上に乗せる具材は季
節によって替わるそうです。
仕出料理などを手掛けるめむろ
プラニングのカフェ部門として
オープン。

落花生などの芽室町特産の食材
などをふんだんに使ったフィナ
ンシェドーナツをテイクアウト
で販売する菓子店「メランジェ
ラボ」が３月２５日、三浦商店
の事務所前に開店しました。
店名の「メランジェ」とはフラ
ンス語で「混ぜ合わせる」を意
味し「農業の町である芽室だか
らこそ、農家との連携が実現で
きる箱をつくりたい」と菓子店
を計画してきたそうです。


